
１農業で夢をかなえるプロジェクト
「日本一就農しやすい長野県」の実現に向けて、農業後継者や農業以外からの新規参入者が

円滑に就農できるよう、就農に関する新たな情報発信システムを構築するとともに、地域が主
体となった誘致の取組を強化し、就農相談から体験・研修・就農までのステップアップ方式に
よる就農支援体制の充実を図ります。

【数値目標】

40歳未満の
新規就農者数
（単年度）

190人 250人 担い手の高齢化や減少を踏まえて現状
の３割増加をめざす

【取組方策】
（１）相談から就農までのステップアップ方式の支援の充実・強化
●　新たな情報発信システムの構築

◦インターネットを効果的に活用し、県、市町村、ＪＡ等の就農支援情報等を一元的に発信する

仕組みの構築

◦県内への就農意欲を高めるため、就農希望者が研修段階から就農までのイメージを明確化でき

るよう、地域情報や支援制度などの発信する情報の内容を充実

●　県と市町村、ＪＡ等が連携した就農支援の仕組みの充実
◦市町村、ＪＡの新規就農者の誘致目標の明確化や支援体制の充実を図るための情報交換会や推

進会議等の開催

◦市町村、団体等との連携・役割分担により、就農に必要な技術・農地・機械・住宅等の確保を

支援する体制を充実

◦県と市町村、ＪＡ等が連携した相談活動や個別指導等

●　地域の研修体制の充実
◦市町村やＪＡ等が行う研修カリキュラムの充実や研修施設の整備を支援

項　目 平成22年度 設定の考え方平成29年度
（目標）
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＜５年間の行動計画＞

【就農しやすいステップアップ方式】

就農者誘致目標
の明確化

新たな情報発信
の仕組みの整備

研修体制の充実

情
報
掲
載

情
報
掲
載

情
報
掲
載

情
報
掲
載

市町村数

全市町村

仕様検討

システム構築

システム試行

研修カリキュラムの充実、施設整備

システム稼働

地域で育てる研修の支援

円滑な就農者育成のための研修体制の充実
・カリキュラムの充実、研修施設整備　ほか

誘致目標を実現する仕組みづくりを支援
・地域の就農者誘致目標の設定
・市町村等の誘致活動の支援　ほか

就農後の早期経営安定への支援

・青年就農給付金（経営開始型）による支援

【①就農者誘致目標の明確化】
◆市町村、ＪＡが、新規就農者の誘致
　目標を明確化
【②就農情報の一元的な管理・運営等】
◆県によるシステム構築
　[市町村、ＪＡ等の情報の一元的
　な発信と検索 ]

【③地域の研修体制の充実】
◆新規就農者の研修を行う市町村や
　ＪＡ等の研修数の増加と研修内容
　の充実

【④地域の誘致活動の支援】
◆市町村の就農相談などの誘致活動
　を支援
　[地域誘致情報交換会の開催等 ]

【⑤市町村、ＪＡ等による支援体制の
充実】
◆就農に必要な技術・農地・機械・住宅
　等の確保を、市町村、ＪＡ等が県と連
　携して役割分担により支援

【県、市町村、ＪＡ等の主な役割分担】

地域の就農者誘致を支援

就

　農

相
談
・
発
信

体
験
・
研
修

　

市町村・ＪＡ等が主体となった
誘致の取組を強化

　県 技術・経営力向上支援制度
　　　　資金による支援
市町村 住宅・農地等の支援
ＪＡ 技術・販売の支援
農業開
発公社 農地確保の支援

「農業について知りたい」に対応

・就農ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ ・ー就農相談員の設置
・県内外での就農相談会開催

習熟度等に応じた研修に誘導

・農業大学校研修部での研修
・里親農家等での研修を支援
・青年就農給付金（準備型）による支援

就農促進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
（普及ｾﾝﾀｰが市町村・
JA等と連携して就農・
定着を支援）

連携

新たな就農者確保・育成システムの構築

新たな情報発信システムの構築

新たな情報発信webシステムの構築（県）
・市町村・ＪＡの誘致目標、地域情報、
  支援施策等の一元的な発信 
・就農情報の検索機能　ほか

農業で夢をかなえる支援

項目 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年
（目標値）
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